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法律相談会
毎月第３火曜日（午後６時か

ら）北千住法律事務所の弁護士

による法律相談会をおこなって

います。

できるだけ事前にご連絡くださ

い。7月の相談会は都合により下記

の日程で行います。

７月の相談会は、

7月30日（火）
尚、お急ぎの方は、弁護士事務所と連絡して、

ご相談できますのでお気軽に声をかけてください。

参議院選挙期日前投票は・・・

参議院選挙が7月4

日公示され、21日投

票ではじまりました。

期日前投票は、区

内7箇所(左)で行います。

荒川区役所では、5日から20日の間、

午前8時30分から午後8時まです。

また、他の6ヵ所は14日から20日まで時間は区役所と同様。

※期間中は土曜、日曜、祝日も投票ができます。
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7/1 教育長に申し入れを行う

「 赤ちゃん泣いてもいいよ」ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクト
荒川区も参加を

エッセイスト柴原明子さんの呼びかけに

より、2016年5月5日に「ｗｅラブ赤ちゃん

プロジェクト」が発足。赤ちゃんの泣き声

を温かく見守っている人たちがいることを

可視化するステッカーを作りました。世田

谷区が賛同して、6月から区役所等の区施設や協力企業にステッ

カー付きのチラシを置き普及しています。また、缶バッチやキー

ホルダーを民生委員さんなどにつけてもらい「泣いてもいいよ」を広めて」います。

「荒川区も参加を」とわが党の相馬ゆう子議員が本会議で提案しました。区は「子育て応

援店が47店に広がり、同じ気持ちで取り組んでいる」として参加表明は残念ながらしませ

んでした。引き続き発信していきたいと思います。
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6月末で区役所本庁舎１階

東側入り口付近に設置されて

いる喫煙所が廃止になりまし

た。その後は9月設置予定で、

電源コネクタ着脱随時かつ任

意に移動可能なトレーラー型

屋内喫煙所を荒川公園内に設

置することになりました。

整備費は1000万円(都補助10/10)

区は、職員のみなさんに勤務中の喫煙自粛を徹底し、

禁煙を希望する職員への支援メニューを検討中。

○九州南部での大雨、気象庁が「命守る避難を」と呼びかけました。例年の7月の一か月

分の雨量を1日で超える記録的大雨になるおそれがあるといいます。大雨による災害が全

国各地で起こるようになっています。イザという時の備えをしっかりしておきたいもの

です。

練馬の事件後、引きこもりの人が「犯罪予備軍」であるかのような報道や

「なぜここまで放置したのか」と家族を責めるバッシングに当事者や家族は

不安を大きくしています。

内閣府が３月に公表した40歳~60歳の「引きこもりの中高年者」の数が推

計61万人に上るという調査結果を発表した。前回の調査では15歳から39歳ま

での推計は54万人。中高年の引きこもりが若者層よりも多いという衝撃的な

数字でした。

「今の40代を中心に就職氷河期時代を体験し、不本意な就職をして不安定な

雇用状態のまま過ごしてきた方も多く、社会的に孤立するきっかけを多くもっている。また、ひきこもるきっ

かけは、学校や就職だけでなく何十年も働いてきた

中で途中でつまづいてしまったり、親の介護のため

に仕事をやめてしまったりした人などいろいろな人

が含まれている。」といわれています。

40才を超えるひきこもりの子どもを抱える親たち

は、「子どもの今後を考えると不安だらけ、夜も眠

れない」と深刻な状況をかかえ、親があせって接す

ると子どもも敏感に感じて余計、不安定な状況を作

ります。ひきこもりを抱える親たちのケア・支援が

まずは大事ではないでしょうか。

6月24日の本会議質問で私は、①専門家を配置した、

引きこもり相談・支援専門窓口を設け、広く周知し

相談に応じること。②第二に保健、医療、福祉、教

育、親の会をはじめ各種ＮPＯ団体などとのお互い顔

の見える連携できる体制・ネットワークをつくるこ

とを求めました。

荒川たびだちの会
「荒川たびだちの会」では、ご家族やご本人がお互

いの悩みを共有し、お互いに声を掛け合う形で月例

会を開催しています。八方ふさがりで悩んでいる方

は、吐き出してみませんか。ご一緒に一歩を踏み出

しましょう。

月例会
第4土曜、午後1時30分から4時30分

社会福祉協議会会議室

1回500円(当事者は無料)

[問合せ] 生涯学習課 地域学習支援係

電話 5615-4884
(荒川区ホームページより)

※会場は「社協」が提供し、保健師さんも参加し励

ましています。

7月2日、厚生労働省は2018

年の国民生活基礎調査の結

果を発表。年金や恩給をも

らっている高齢者世帯につ

いて、これらの収入が総所

得の100%を占めると答えた割合は51.1%と約半数。

(恩給受給者はごく少数)

保険料を40年納めても月65000円の国民年金(基

礎年金)など暮らせない年金の方も多くいらっしゃ

るのではないでしょうか。その年金が黙ってい

るとどんどん減っていく制度はごめんです。

「減らない年金」へ抜本的な改革が必要では

ないでしょうか。




